
②訪問看護ステーションモデル ③医療・介護等一体提供モデル ④認知症対応モデル
安城市 豊川市 田原市 新城市 豊明市 半田市 岡崎市 豊田市 北名古屋市

１回開催 １回開催 １回開催 ２回開催 １回開催 ３回開催 － － －

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、市社協、県
保健所　等

【構成員】市医師会、
市社協、県保健所
等

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、市社協、県
保健所　等

【構成員】訪問看護、
市医師会、地域包括
支援センター、県保
健所　等

【構成員】藤田保衛
大、医師会、地域包
括支援センター、市
社協、区長連合会代
表　等

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、介護事業
者、地域住民代表、
県保健所　等

－ － －

【内容】安城市の地域
包括ケアシステムに
ついて　等

【内容】地域包括ケア
に関する取組・役割
等

【内容】地域包括ケア
システムの推進、在
宅医療・介護の連携
について　　等

【内容】訪問看護ス
テーションモデル構
築の推進について
等

【内容】豊明市地域
包括ケア連絡協議会
及び関係部会の立ち
上げ　等

【内容】地域包括ケア
システムの構築を目
指して　等 － － －

７回開催 ３回開催 ９回開催 ３回開催 ５回開催 １０回開催 ３回開催 ３回開催 ２回開催

【構成員】医師会部
会、歯科医師会、薬
剤師部会、ケアマ
ネット部会等の代表
者

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、市介護保険
関係事業者連絡協
議会　等

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、地域包括支
援センター　等

【構成員】訪問看護、
市医師会、市歯科医
師会、市薬剤師会、
市立病院　等

【構成員】藤田保衛
大、医師会　等
※ＩＣＴ医療福祉連絡
部会、入退院調整部
会、見守り生活支援
部会の３部会で構成

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、市立病院、
訪問看護、地域包括
支援センター　等

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、民生委員、
介護支援専門員　等

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、自治区長、
民生委員、老人クラ
ブ　等

【構成員】市医師会、
市歯科医師会、市薬
剤師会、在宅療養後
方支援病院、社協
等

【内容】地域包括ケア
システムモデル事業
の進捗状況につい
て、在宅見守りノート
について　等

【内容】地域包括ケア
モデル事業につい
て、地域課題の検討
等

【内容】地域包括ケア
モデル事業の取組や
地域課題　等

【内容】新城市が超高
齢化社会を生き抜く
ために、新城市の社
会資源について　等

【内容】いきいき笑顔
ネットワーク活用促進
に関する取組、見守
り生活支援、入退院
前方後方連携支援
等

【内容】リビングウィル
（事前指示書）・身元
保証、新しい総合事
業、住まいに関する
ニーズ調査について
等

【内容】地域包括ケア
モデル事業につい
て、グループワークに
よる検討　等

【内容】豊田市を取り
巻く現状、見守りに関
する課題　等

【内容】地域包括ケア
モデル事業につい
て、医療と介護の連
携における課題　等

地区会議２回開催（中
学校区域）

事例検討会１０回開催
（専門職で構成）

個別会議１６回開催
（町内会区域）

ふくし井戸端会議３回
開催（中学校区域）

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保健事業
計画策定に合わせた
調査の実施により、社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により、社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により、社
会資源、住民ニーズ
を把握

第６期介護保険事業
計画策定に合わせた
調査の実施により、社
会資源、住民ニーズ
を把握

病院、介護事業所等
への在宅医療アン
ケートの実施により社
会資源を把握

市民、医療機関、介護
事業所等への在宅医
療アンケートの実施に
より社会資源、住民
ニーズを把握

病院、介護事業所等
への在宅医療アン
ケートの実施により社
会資源を把握

在宅医療に関する現
状調査の実施により
社会資源を把握

豊明団地における高
齢者の生活ニーズ調
査を実施

住まいに関するニー
ズ調査を実施

医科歯科薬科情報
シート、在宅医療用
語集を作成、医療・
介護事業所に配布
医療・介護マップを作
成し、全戸配布

主な成果・課題
（自己評価）

○　安城市における
今後の地域包括ケア
システム全体の構築
に関し、関係機関の
理解と協力を得られ
た。

●　関係機関連絡会
議に課題をあげてい
けるよう、地域ケア会
議を活発化していくこ
とが必要である。

○　地区医師会と行
政関係機関との間
で、地域包括ケアシ
ステムの構築に向け
て、一体となって取り
組んでいく認識の共
有ができた。

●　地域ケア会議は
個別ケア会議の事例
が少ないため、地域
課題等がしっかり見
えてこない状況にあ
る。

○　関係機関連絡会
議は毎月開催してお
り、顔の見える関係が
築けた。関係機関の
課題も話し合われ、
検討しながらコミュニ
ケーションが図れた。

○　医科歯科薬科情
報シート、医療・介護
マップの作成を通し
て、関係者の理解・
組織的な協力を得る
ことができた。

○　地域包括ケアシ
ステム構築に当たっ
ての取組の方向性、
多職種間の協力体
制、事業内容等につ
いて、関係機関から
理解・協力を得られ
た。

●　住民ニーズを反
映した介護予防に関
するサービスをどのよ
うな手法で効果的に
周知するかが課題。

○　地域のキーパーソ
ンの合意形成組織を立
ち上げ、地域包括ケア
構築の重要性を共有で
きた。

●　行政内横断的連携
体制や市域を越えた広
域的取組に関する連携
体制は検討できておら
ず、今後の課題である。

○　多職種による協
議の場ができたことに
より、地域課題の集
約ができるようになっ
た。

○　多職種がそれぞ
れの立場で課題につ
いて意見することで、
解決への方向性を示
すことができ、専門部
会で具体的な解決策
を検討していく仕組
ができた。

○　具体的事例を通
じて、医療・介護・生
活支援・見守り等の
それぞれの観点で、
課題抽出及び解決
方法等について議論
することができ、多職
種間の顔の見える関
係を構築することが
できた。

○　関係機関連絡会議
では、豊田市の高齢者
を取り巻く現状等につ
いて共有するとともに、
ブロック地域ケア会議や
地域包括支援センター
業務を通じて出てきた
「高齢者の見守り」、「認
知症」に関する問題・課
題を基にした意見交換
を通じて、それぞれの
団体の立場における取
組状況や支援策につい
て、情報共有ができた。

○　関係機関連絡会
議が、多職種の意見
交換の場として定着
し、各職種の代表者
がそれぞれの立場か
ら在宅医療の課題に
ついて検討し、今後
の方向性を定めるこ
とができた。特に、意
見交換を通じて、目
的の一つである顔の
見える関係を構築で
きた。

生活圏域ニーズ調査
（高齢者の生活課題
について）の実施によ
り住民ニーズを把握

３回開催 ５回開催 ９回開催

医療・介護関係者向
けの特徴的なサービ
スや空き情報等のリ
アルタイム情報掲載
ウェブサイトを作成予
定

マップまたは在宅医
療に関する情報を明
記した医療機関一覧
表を作成予定

３回開催 －

医療・介護等の資源
マップを市ホーム
ページ（ＷＥＢ版）で
掲載、公開中

平成２６年度地域包括ケアモデル事業の主な取組状況一覧
①地区医師会モデル ⑤単年度モデル

関係機関
のネット
ワーク化

分野 項目

地域包括ケア基本
方針等検討会議（地
域包括ケアシステム
の構築の手順・役割
分担等の検討）

関係機関連絡会議
（地域包括ケアシス
テムを構築していく
上で必要な対策や、
地域ケア会議から抽
出された地域課題
等の解決に向けた
対策の検討（単年度
モデルは地域課題
等の解決に向けた
対策の検討））

地域ケア会議（処遇
困難事例の検討）

社会資源、住民ニー
ズの把握（各種アン
ケートの実施、資源
マップ（リスト）の作
成等）

－－
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